
１ 序論 
  我々は日常生活において視覚から様々な情報を

得ているが、一瞬のミスが重大な事故へと繋がり

かねない航空機操縦にとっても視覚情報はなくて

はならないものである。これまで、航空機操縦者

の視線についての研究はされてきたが、有効視野

については十分な研究がなされてこなかった。そ

こで本研究では、シミュレーターを用いて有効視

野を測定するシステムを構築し、操縦経験の異な

る被験者間で比較検討を行った。 
 
２ 実験方法 
  視線追従型視野制限法を用いて、フライトシミ

ュレーターで４つのコース、視野制限５条件（直

径１０°，１５°，２０°，３０°の円形および

制限なし）の計２０フライトを実施した。被験者

は操縦経験の異なる A，B，C の３名を用いた。

コース１～３では通常のフライトを行い、３０秒

～５５秒間隔で計９個の方位・高度・速度の命令

を合成音声で指示した。コース４は着陸フライト

で、４つの異なる進入コース、進入高度からの着

陸を合成音声で指示した。これらの指示内容と実

際の飛行記録との誤差を測定し５段階評価を行っ

た。 
 
３ 結果と考察 
  図１にコース１～３（通常フライト）の有効視

野と飛行精度を示す。有効視野は操縦経験の長い

A の方が B よりも小さくなったが、A と B の評定

は大きな差は見られなかった。図２のコース４（着

陸フライト）では、有効視野は同様に A の方が B
よりも小さくなったが、評定はAの方が高かった。

操縦経験の勝るAは適宜に必要な情報のみを得る

ため B よりも有効視野は小さくて済むが、B は経

験が少ないためどの情報が本当に必要なものか判

断できず、あまり重要ではない情報も得ようとし

て有効視野が大きくなったと考えられる。特にコ

ース４の着陸は操縦経験の差が出やすく、図３の

固視位置マップからも、必要な情報のみ得ていた

Aに対し Bはあらゆる情報を得ようとしていたこ

とが明らかになった。 
 
 

 
 
 
 
 
 
図１ A，B のコース１～３（通常フライト）の有

効視野および飛行精度 
 
 
 
 
 
図２ A，B のコース４（着陸フライト）の有効視 

野および飛行精度  
 
 
 
 
 
 
 
図３ A（左図）と B（右図）の制限視野なし時の

着陸時における固視位置マップ 
 
４ 結論 
  本実験では、今まで十分になされていなかった

航空機操縦者の有効視野測定についての実験方法

を示した。また、操縦経験の差が有効視野の大き

さなどに影響を与えることが分かった。今回は合

成音声で命令を指示し、その指示内容と飛行記録

との誤差を測定し５段階の評価を行ったが、操縦

技量を適切かつ定量的に評価する方法については

今後も検討が必要である。 
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